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Fig. 15．One of the host plants, Melilotus officinalis on 
Iriomotejima Island.

【短報】宮古諸島大神島からのトカライソジョウカ
イモドキの記録

ト カ ラ イ ソ ジ ョ ウ カ イ モ ド キ Laius miyamotoi 
Nakane, 1955 は国内ではトカラ列島中之島から与
那国島に分布し （吉富，2011），宮古諸島では池間
島からのみ記録されている （東，2002）．筆者らは，
宮古諸島大神島で本種を採集したので報告する．

 3 ♂ 1 ♀，沖縄県宮古島市平良大神，19. III. 2020，
瀬戸山採集 .

本種は，大神島多目的広場に面する転石の岩礁

上で確認され，岩礁の高潮線付近を歩行する成虫
を発見・採集した．採集個体以外にも数個体の生
息を確認しており，一つの転石上に 2 ～ 3 個体を
確認できるところも見られた．また，採集時は曇
天下であったが，成虫は素早く歩行していた．

本科の成虫は広食性で，多くの種は花粉を選
択的に摂食していると考えられているが （Mayor, 
2002），本種の生息場所に植物は生育していなかっ
た．そこで雄成虫１個体の消化管内容物を確認し
たところ，節足動物のクチクラ破片が多く残留し
ており，ダニ類の触肢 （図 2） や爪 （図 3） と思われ
る部位が認められた．その一方で，花粉等の植物
質は認められなかった．このことから，本種は生
涯を通じ，動物質のみを摂食して生活している可
能性があり，今後，幼虫期の食性も含め調査・検
討する必要がある．

なお，本調査は東京農業大学戦略研究プロジェ
クト （代表：小島） の一環として行われた．

末筆ながら，池間島における本種の文献記録に
ついてご教示いただいた鈴木茂氏に厚く御礼申し
上げる．図 1．生息環境 （沖縄県宮古島市平良大神）．
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【短報】山形県および静岡県におけるカノコヒラタ
ケシキスイの記録

カ ノ コ ヒ ラ タ ケ シ キ ス イ Epuraea （Dadopora） 
vicaria Kirejtshuk & Kvamme, 2001 は極東ロシア （サ
ハリン） から記載されたケシキスイ科の一種である．
日本では当初ヨーロッパやアフリカ北部などに広く
分布する E. （D.） fuscicollis （Stephens, 1835） として北
海道から記録されたが （Kashizaki & S.-T. Hisamatsu, 
2011），2016 年に E. （D.） vicaria に訂正されたこと

で国内から初記録さ
れ た（S.-T. Hisamatsu, 
2016）．これに伴い，E. 

（D.） fuscicollis は 日 本
のケシキスイ相から除
外された．なお，沼田

（2012）は秋田県から E. 
（D.） fuscicollis を 報 告
しているが，これも同
様に E. （D.） vicaria で
あると考えられる．

筆 者 の 伊 藤 は 2018
年 7 月および 2020 年
5 月に山形県内にてケ
シキスイ相の調査を実
施し，捕獲されたケシ
キスイを検視していたところ本種を確認した．また，
第二筆者の宮尾は，2019 年 7 月～ 8 月に静岡県富士
市にて果実トラップを用いて甲虫相調査を実施した
結果，本種を得たため，両県産個体を以下に報告す
る．なお，本報告で用いた標本は全て筆者の伊藤が
保管している．

山形県：1 ♂ （Fig. 1），山形市山寺 （標高 600 m 付
近），13–16. VII. 2018，伊藤採集 （パイナップルトラッ
プ）；4 ♂♂，天童市田麦野 （標高 500 m 付近），2–3. 
V. 2020，伊藤採集 （バナナトラップ）；2 ♂♂，同
地，4–5. V. 2020，伊藤採集 （バナナトラップ）；2 ♂♂，
同地，6–8. V. 2020，伊藤採集（バナナトラップ）；1
♂ 2 ♀♀，同地，8–9. V. 2020，伊藤採集 （バナナトラッ
プ）；3 ♂♂ 2 ♀♀，同地，9–11. V. 2020，伊藤採集 （バ
ナナトラップ）．静岡県：1 ♂，富士市大渕浅黄塚付
近 （標高1,400 m付近），24–26. VII. 2019，宮尾採集 （バ
ナナトラップ）；1 ♀，同地，26–28. VII. 2019，宮尾
採集 （バナナトラップ）；9 ♂♂，同地，28. VII–2. 
VIII. 2019，宮尾採集 （バナナトラップ）；1 ♂，同地，
15–18. VIII. 2019，宮尾採集（バナナトラップ）．

本種の生態については Dadopora 亜属の他種に類
似すると推測され（S.-T. Hisamatsu, 2016），ヨーロッ
パに分布する近縁種の E. （D.） guttata はバラ科やセ
リ科の花上，または発酵果実に集まるとされる．北
海道や秋田県ではバナナトラップやミズナラの樹液
で採集されており，本報告の個体も同様に，全て果
実トラップ （パイナップルまたはバナナ） によって
採集された．本種は，北海道では低地で記録されて
いるが，今回山形県では標高 500 ～ 600 m 付近，静
岡県では標高 1,400 m 付近で得られ，中標高帯にま
で分布していることが明らかとなった．本稿により，
本種の分布は南限を大きく更新することとなったが，

図 2–3．消化管内容物．2，ダニ類の触肢と思わ
れる部位；3，ダニ類の爪と思われる部位．

Fig. 1．Dorsal habitus of Epuraea 
（Dadopora） vicaria （♂, 

Yamagata-ken）. Scale bar: 
1.0 mm.


